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 4 月 10 日に株式会社オルタナが記事で掲載した、 

SPINNS 向け LIMEX 製袋の成分分析結果について 

 

株式会社オルタナ（以下「オルタナ社」といいます。）による LIMEX 製袋に関する⼀連 

の記事（以下「本件記事」といいます。）については、既に本年 4 月 20 日付で「抗議⽂」 

を、また、5 月 1 日付で「LIMEX 製袋の成分分析結果について」と題して、容器包装リ

サイクル法（以下「容リ法」といいます。）上の問題が何ら存在しない旨の当社の認識を開

⽰しております。 

 

5 月 1 日付の開⽰でご報告したとおり、オルタナ社から成分分析結果を公表された 

SPINNS 向けの袋製品について、第三者の検査機関による分析結果が届きましたので、関

係者の皆様に添付のとおり、検査機関からの許諾を得て詳細な分析結果を公開するととも

に、その概要について以下のとおりご報告申し上げます。 

 

【分析結果の概要】 

１ 検査機関名 株式会社日東分析センター 

２ 分 析 ⽅ 法 TGA 測定 

３ 分 析 結 果 サンプル中の有機物量は 45%、炭酸カルシウム量は 53%、その他無機物は

２％と求められた。 

 

本件記事においてオルタナ社は、SPINNS 向けの LIMEX 製袋の成分を分析した結果、 

「「プラスチック（ポリマー）が 48.6%、炭酸カルシウムが 41.1%」（いずれも重量％）だっ 

た」ことを根拠として、当社の製品を「容リ法ただ乗り」である旨を指摘しております。 

しかしながら、LIMEX 製袋の炭酸カルシウム含有量については、既にご案内のとおり、 

当社の協⼒⼯場において当社の指⽰通りの成分にて製造されていることを確認済みであり、 

当社においても正確性の⾼い分析⼿法により分析結果に容リ法上の問題が何ら存在しない 

ことについて確認しておりました。 

また、今回、第三者の検査機関により、SPINNS 向けの LIMEX 製袋を構成する素材の

うち重量ベースでもっとも⽐率が⾼い素材は炭酸カルシウムであるとの分析結果が計測さ

れ、容リ法の委託料⾦の適⽤外となることを確認出来ました。 

以上のことから、当社としては、LIMEX 製袋に関する容リ法上の問題は何ら存在しない 



ものと認識しております。なお、当社は、LIMEX について、当社ホームページ等において、 

炭酸カルシウムなどの無機物を 50%以上含む複合材料である旨定義しておりますが、今回 

の第三者による計測においても、LIMEX が当社の定義どおり製造されていることが改めて 

確認出来ました。 

 

当社におきましては、お客様をはじめとするステークホルダーの皆様に対してご安⼼頂 

けますように、SPINNS 向け LIMEX 製袋以外のサンプルについても、第三者の検査機関

による分析を独⾃に進めておりますが、これまで、容リ法違反となる分析結果は⼀切存在し

ておりません。かかる分析結果につきましても、随時、しかるべくお客様にご説明をさせて

頂く予定でございます。 

 

以上 










